
次の A～D の項目のうち、 あなたは何が科学技術イノベーションを促進すると思いますか？
それぞれについて 1 つずつお答えください。

だれにでもわかりやすい科学技術情報伝達

国民から国へ意見を伝えること

科学技術イノベーションで大きく成功した企業が増加すること

規制緩和

とても促進する

やや促進する

どちらともいえない

あまり促進しない

まったく促進しない

わからない

A
B
C
D

1

2
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4

Q

5 2 6 1 4 3
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SEGMENT

What ’s

A

B

C

D

1 2 3or or

1 2or

1 2or

-

1 2 3or or

1 2or

3 4or 5or

-

1 2 3or or

3 4 5or or

-

1 2or

1 2 3or or

3 4 5or or

-

3 4 5or or

4 5or

-

-

-

A~D の４項目のうち、

１項目でも と回答6

0SEGMENTPESTI

SEGMENT SEGMENT SEGMENT SEGMENT SEGMENT SEGMENT

PESTI （＝ペスティ） *1 によって開発された、 人々を 「科学技術イノベーション政策
への参画」 の度合いが異なる 6つのグループ （専門的には、 セグメントという） に分け
る方法のことです。 「科学技術イノベーション政策への参画」 の度合いが高い順に、 セグ
メント 5、 2、 6、 1、 4、 3 となっています *2。
6つのセグメントは、「Q1. 次の A ～ D の項目のうち、 あなたは何が科学技術イノベー
ションを促進すると思いますか？」 という質問における 4 項目、「A. だれにでもわかり
やすい科学技術情報伝達」、「B. 国民から国へ意見を伝えること」、「C. 科学技術イノ
ベーションで大きく成功した企業が増加すること」、「D. 規制緩和」 への回答の組み合

*1 PESTI は、科学技術イノベーションに対する国民のニーズを反映した政策形成を目指し、 京都大学、
大阪大学、神戸大学、 滋賀大学、 鳥取大学、帝塚山大学の 6大学に所属する研究者らが、 2012 年に
始めた研究開発プロジェクトです。 独立行政法人科学技術振興機構（JST） 社会技術研究開発センター
（RISTEX）が 実施する「戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）：科学技術イノベー ション政
策のための科学　研究開発プログラム」 の一つとして、また文部科学省 が進める「科学技術イノベーショ
ン政策における『政策のための科学』 推進事業」 （SciREX＝サイレックス）の一部としても位置づけ
られています。

*2 セグメントの番号と「科学技術イノベーション政策への参画度合い」 の高さは一致していません。セ
グメントを作成する過程において、セグメント番号が機械的に割り振られたためです。
*3 きっかけがあれば科学技術イノベーション政策へ参画する可能性がある層。

わせで決まります （右図）。 また、 セグメント 5 と 2 を合わせて 「科学技術イノベーショ
ン政策への参画層」、 セグメント 6 と 1を合わせて 「科学技術イノベーション政策への潜
在的参画層 *3」、 セグメント 4 を 「科学技術イノベーション政策への低参画層」、 セグメン
ト 3 を 「科学技術イノベーション政策への無参画層」 としました。
PESTI が 2013 年 12 月に実施した世論調査の結果から、 参画層、 潜在的参画層、
低参画層、 無参画層はそれぞれ 49.1%、 35.1%、 3.7%、12.0% であることがわかっ
ています。

参画層 49.1% 潜在的参画層 35.1% 無参画層 12.0%低参画層 3.7%

「科学技術イノベーション政策への参画」 の度合いが異なる 6 つのグループ

Designed by TOMITA Makoto, ARASHIN Momoko
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1
SEGMENT
PESTI

13.4%+20歳代

事務職(雇用者)
その他の無職(無職)

33.0%-寺仏閣
月～金曜日の日中 国民のニーズ・意見

国と国民が協力して

過去、科学・技術の
情報を調べた際に
探している情報は

33.0%+
ほとんどの場合、見つけられなかった
探している情報は見つけられない

大学
地方自治体

41.3%-文化・スポーツ政策

年代別として

20.2%
179人

1

趣味や習い事や
レジャーなどの
余暇活動にあてる
ことのできる時間

過去１年間のうちに、
余暇を利用して足を
運んだことのある施設

日本の国や
国民全体にとって
重要な政策項目

信頼できる科学・技術の
情報をもたらす
組織や人について

現在の職業について

16.8%+

9.5%-

26.3%-

国民として科学・技術の進歩を
リードしてくれると
安心できる
人・組織・共同関係

58.7%-

35.8%-

27.4%-

39.1%-

58.1%-国防政策
38.5%-観光政策

XX%+

XX%-　

項目名

項目名

他のセグメントに比べ一番多い

他のセグメントに比べ一番少ない

SEGMENTPESTI
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SEGMENT
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科
学
技
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イ
ノ
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ン
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の
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層

10.7%+商工サービス業(自営業主)
10.7%+自由業(自営業主)

7.4%+管理職(雇用者)

58.7%+希望

13.3%-小都市

10.7%+北陸

53.3%-大学

62.7%+
政策担当者というより
個人的な関心で配分してしまった

82.7%+日本の抱える課題が多すぎる

日本の大企業

8.5%

75人

2

調査結果の冊子郵送を

地域ブロックについて 政策担当者の立場となって
回答する中で感じたり、
考えたりしたこと

現在の職業について

これまでで一番長く
働いていた職業について

都市規模について

国民として科学・技術の進歩を
リードしてくれると
安心できる
人・組織・共同関係

ふだん科学技術に関する
情報を得ている
媒体について

24.0%-

22.7%+ラジオ専門・技術職(雇用者) 4.0%-

信頼できる科学・技術の
情報をもたらす
組織や人について

XX%+

XX%-　

項目名

項目名

他のセグメントに比べ一番多い

他のセグメントに比べ一番少ない

SEGMENTPESTI
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SEGMENT
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科
学
技
術
イ
ノ
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ー
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ョ
ン
政
策
へ
の

無
参
画
層

47.2%-

3

80.2%+

53.8%+

3.8%-

5.7%-

2.8%-

女性

30 歳代
40 歳代
70 歳代

小学校・中学校(及び旧制小学校)

大学(及び旧制高校)

その他の事務職(雇用者)

主婦・主夫(無職)

その他の無職(無職)

86.8%+いる

大都市の郊外または郊外
地方の町村

商工サービス業(自営業主)
労務職(雇用者)

事務職(雇用者)

学生(無職)

20 歳代

200万円未満

400～600万円未満
600～800万円未満

200～400万円未満

27.4%-希望

30.2%-中都市
34.0%+小都市

4.7%-東海
8.5%+四国

42.5%+少ない

月～金曜日の日中

21.7%-図書館
20.8%-水族館・動物園

2.8%-科学館
7.5%-博物館

19.8%-美術館
22.6%-映画館

6.6%-劇場
12.3%-遊園地
12.3%-TDL・USJなどのテーマパークやレジャー施設

21.7%-まず試してみた人の様子を見てから使う

9.4%-野球・サッカー・テニスなどの運動場
33.0%+どれもない

6.6%-プールやジム

70.8%-

10.4%-

テレビ
インターネット

45.3%-新聞・雑誌
3.8%-書籍
0.9%-図書館
0.9%-シンポジウム
5.7%-企業の宣伝イベント、広告、カタログ

22.6%+特にどこからも得ていない

土曜日の夜間

30.2%-政府
36.8%-日本の大企業

37.7%-国立・公立研究所
様々な領域の研究者が協力して

科学・技術を題材とした有名なテレビ番組
有名な科学者

52.8%-国と国立・公立研究所が共同して
37.7%-国立・公立研究所と大企業が連携して
43.4%-大学、行政、企業が連携して

16.0%-特定非営利活動(NPO)法人

予算配分は難しい

人材に重点的に配分すべきだ

改めて国の政策について考えた

未来を見て配分すべきだ

必要のない政策が多すぎる

日本の抱える課題が多すぎる

24.5%-

1.9%-

関心がある
情報を調べる

VSEG5(関心が１番低い)

VSEG3(関心が２番目に低い)

28.3%+積極的に使わない

43.4%-十分にあると思わない

18.9%-影響力を持つ
32.1%-影響力を持つべき

45.3%-科学教育

国立・公立研究所
日本の大企業
日本政府
世界のグローバル企業

88.7%-年金政策
93.4%-医療・介護政策
70.8%-子育て支援政策
82.1%-暮らしの安全・安心政策
52.8%-情報通信政策
66.0%-エネルギー政策
68.9%-環境政策
68.9%-雇用政策
50.9%-産業政策
61.3%-農林水産政策
80.2%-震災復興政策
37.7%-途上国支援政策
72.6%-教育政策
47.2%-科学技術イノベーション

12.0%

106人

科学・技術への
関心について SEGMENT

VICTORIA
性別・年代別として

最終学歴について

1 5歳くらいまで
おもに過ごしたところ

調査結果冊子郵送の

趣味や習い事や
レジャーなどの
余暇活動にあてる
ことのできる時間

友人や知人に誘われて
外出することが

地域ブロックについて

過去１年間のうちに、
余暇を利用して足を
運んだことのある施設

科学技術への
関心と理解を
深める機会や場について

日本の国や
国民全体にとって
重要な政策項目

科学・技術について

政策担当者の立場となって
回答する中で感じたり、
考えたりしたこと

過去１年間の
世帯収入について

新しい技術や製品について

科学技術イノベーションを
促進すると
思うことについて

現在の職業について

これまでで一番長く
働いていた職業について

子どもについて

都市規模について

国民として科学・技術の進歩を
リードしてくれると
安心できる
人・組織・共同関係

ふだん科学技術に関する
情報を得ている
媒体について

重要な科学・技術の
問題の政策形成について

2.8%-

33.0%+

28.3%+

3.8%-

51.9%+

36.8%+

5.7%-

5.8%+

33.3%+

13.0%-

1.4%-

24.5%+

5.7%-

5.7%-

17.0%-

42.5%+

9.4%-

1.9%-

46.2%+

18.9%-

56.6%-

50.9%-

28.3%-

28.3%-

24.5%-

67.9%-

27.4%-

34.0%-

45.3%-

32.1%-

53.8%-

8.5%+東山

信頼できる科学・技術の
情報をもたらす
組織や人について

XX%+

XX%-　

項目名

項目名

他のセグメントに比べ一番多い

他のセグメントに比べ一番少ない

SEGMENTPESTI
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42.4%+短大・専門学校

6.1%+農林水産業(家族従事者)

24.2%+600~800万円未満

国と大企業が連携して

課題の多さに対し予算が限られすぎている

64.2%+十分にあると思わない

45.5%-科学者
21.2%-政府

15.2%+子育て支援政策が重要ではない
12.1%+暮らしの安全・安心政策が重要ではない
12.1%+情報通信政策が重要ではない
6.1%+環境政策が重要ではない
9.1%+雇用政策が重要ではない

12.1%+産業政策が重要ではない
6.1%+震災復興政策が重要ではない

15.2%+防災・減災政策が重要ではない
21.2%+公共事業政策が重要ではない
27.3%+途上支援政策が重要ではない
18.2%+国防政策が重要ではない
39.4%+観光政策が重要ではない
27.3%+文化・スポーツ政策が重要ではない
12.1%+教育政策が重要ではない

9.1%+科学技術イノベーション政策が重要ではない

4
SEGMENT
PESTI

3.7%
33人

4

最終学歴について

現在の職業について

過去１年間の
世帯収入について

科学・技術への
関心と理解を
深める機会や場について

科学技術への
関心について

SEGMENT
VICTORIA

VSEG1(関心が3番目に高い） 17.3%-

日本の国や
国民全体にとって
重要な政策項目

国民として
科学・技術の進歩を
リードしてくれると
安心できる
人・組織・共同関係

39.4%-

政策担当者の立場となって
回答する中で感じたり、
考えたりしたこと

42.4%-

信頼できる科学・技術の
情報をもたらす
組織や人について

XX%+

XX%-　

項目名

項目名

他のセグメントに比べ一番多い

他のセグメントに比べ一番少ない

SEGMENTPESTI
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SEGMENT
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ン
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の
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層

29.2%+200~400万円未満
4.2%+1000~1500万円未満

3.6%-北陸

26.7%-少ない

科学・技術に関する情報を

23.1%+積極的に調べる

19.2%+動物園
6.1%-パチンコ

88.6%+

70.2%+

テレビ
新聞・雑誌

12.3%+図書館

59.3%+地方自治体
80.5%+科学者

64.1%+日本の大企業
57.9%+国民のニーズ・意見
44.6%+特定非営利活動(NPO)法人
84.1%+国立・公立研究所
77.3%+国と国民が協力して
85.5%+様々な領域の研究者が協力して
85.8%+国と国立・公立研究所が共同して
73.8%+国と大企業が連携して
79.1%+国立・公立研究所と大企業が連携して
83.6%+大学、行政、企業が連携して

61.0%+政府

改めて国の政策について考えた
どれも必要な政策だ

13.9%-VSEG5(関心が１番低い)

42.1%+十分にあると思う

40.1%+影響力を持つ
65.5%+影響力を持つべき

科学教育

81.6%+大学
61.6%+地方自治体
84.1%+科学者
52.9%+政府
82.5%+国立・公立研究所
27.9%+マスコミ(テレビ・新聞等)
58.5%+日本の大企業
54.9%+日本政府
62.7%+世界のグローバル企業

95.5%+年金政策
99.4%+医療・介護政策
92.8%+子育て支援政策
95.5%+暮らしの安全・安心政策
81.9%+情報通信政策
94.2%+エネルギー政策
95.5%+環境政策
92.5%+雇用政策
87.7%+産業政策
83.8%+農林水産政策
96.9%+震災復興政策
94.2%+防災・減災対策
73.3%+公共事業政策
63.8%+途上国支援政策
77.7%+国防政策
67.7%+観光政策
71.6%+文化・スポーツ政策
92.5%+教育政策
81.9%+科学技術イノベーション政策 38.4%+科学・技術を題材にした有名なテレビ番組

課題の多さに対し予算が限られすぎている

40.6%

359人

5

科学技術への
関心について SEGMENT

VICTORIA

地域ブロックについて

過去１年間のうちに、
余暇を利用して足を
運んだことのある施設

科学技術への
関心と理解を
深める機会や場について

日本の国や
国民全体にとって
重要な政策項目

政策担当者の立場となって
回答する中で感じたり、
考えたりしたこと

過去１年間の
世帯収入について

国民として科学・技術の進歩を
リードしてくれると
安心できる
人・組織・共同関係

ふだん科学技術に関する
情報を得ている
媒体について

重要な科学・技術の
問題の政策形成について

65.2%+

41.8%+

73.8%+

92.8%+

信頼できる科学・技術の
情報をもたらす
組織や人について

友人や知人に誘われて
外出することが 科学技術イノベーションを

促進すると
思うことについて

XX%+

XX%-　

項目名

項目名

他のセグメントに比べ一番多い

他のセグメントに比べ一番少ない

SEGMENTPESTI
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PESTI

科
学
技
術
イ
ノ
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ン
政
策
へ
の

潜
在
的
参
画
層

男性

小学校・中学校(及び旧制小学校)

68.2%-いる

大都市の郊外または郊外
地方の町村

30 歳代
東海 博物館

遊園地
パチンコ

34.8%-地方自治体

90.2%+政策担当者の立場になってみると
予算配分は難しい56.8%+関心がある

12.1%+VSEG2(関心が１番高い)

インターネット
書籍
シンポジウム
企業の宣伝イベント、広告、カタログ

22.7%+探している情報を見つけられた
大抵、その内容は容易に理解できる

7.6%+年金政策が重要で「ない」

野球・サッカー・テニスなどの運動場

14.9%

132人

6

科学・技術への
関心について SEGMENT

VICTORIA
性別・年代別として

最終学歴について

1 5歳くらいまで
おもに過ごしたところ

地域ブロックについて 過去１年間のうちに、
余暇を利用して足を
運んだことのある施設

日本の国や
国民全体にとって
重要な政策項目

政策担当者の立場となって
回答する中で感じたり、
考えたりしたこと

子どもについて

国民として科学・技術の進歩を
リードしてくれると
安心できる
人・組織・共同関係

ふだん科学技術に関する
情報を得ている
媒体について

60.6%+

28.0%+

10.6%+

20.5%+

17.4%+ 27.3%+

35.6%+

13.6%+

31.8%+

60.6%+

16.7%+

6.8%-

15.9%+

30.3%-

科学・技術について

過去、科学・技術の
情報を調べた際

78.0%+大学

89.4%+有名な科学者

信頼できる科学・技術の
情報をもたらす
組織や人について

XX%+

XX%-　

項目名

項目名

他のセグメントに比べ一番多い

他のセグメントに比べ一番少ない

SEGMENTPESTI


